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期 日 ： 令和４年１２月１日（木） 

時 間 ： １４：３０～１５：３０ 

本会場 ： 幸手市立吉田小学校 会議室 

※各学校においてオンライン開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

東中学校区合同地域学校保健委員会 次第 

    

  日 時：令 和 ４年 １２月 １日 （木 ） 

１４：３０～１５：３０ 

司 会： 吉田小 教頭 梅田 大也  

 

 

 

 

 （１）校長挨拶（指導者紹介）                   吉田小  校長 

 

 

（２）ＰＴＡ会長挨拶                       吉田小 ＰＴＡ会長 

 

 

（３）発表 テーマ「校区で連携した取組と健康課題について」    各校養護教諭 

 

 

（４）協議「メディア機器利用における家庭での課題解決にむけて」 

 

 

（５）指導講評                          吉田小  学校医 

                                 吉田小  学校歯科医 

                                 吉田小  学校薬剤師 

 

 

（６）質疑応答 

 

 

（７）謝辞                            吉田小  教頭 

 

 

（８）諸連絡等                        
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令和４年度 東中学校区合同の取組 

１ 東中学校区アウトメディアチャレンジの実施 

（１）メディアをめぐる問題と実施の目的 

校区の児童生徒において、長時間のメディア利用による睡眠不足や体調不良、視力低下 

等の健康問題が見られるようになっている。その状況を踏まえ、保護者、兄弟姉妹等、家 

族全体でメディア利用への関心を深めることが、学習習慣や生活習慣の改善につながるの 

ではないかと考え、平成２９年度より東中学校区アウトメディアチャレンジの取組を実施 

し、今年で６年目となった。 

 

（２）校区の取組 

① ４校合同保護者向け文書の配布 

② メディアに関する生活アンケートの実施（１０月） 

③ アウトメディアチャレンジウィーク(東中の期末テスト期間６・１１・２月に実施) 

児童生徒全員が中学校の期末テスト期間にあわせて、メディア機器の利用時間につ

いて４コースから選択してチャレンジする。なお、「学習中はノーメディア」は校区

共通の年間目標として設定し、必ず挑戦する項目としている。また、子ども自身と

保護者が取組状況の振り返りを行い、次回に反省を生かせるようにしている。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校チャレンジコースと目標設定】 

          

 

  

 

 

 【中学校振り返りシート】 

 

 

 

【小学校振り返りシート】 

 ―２― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 校区で推進する食育（朝ごはんメニューの募集） 

校区全体で、同じ時期に朝ごはんメニューの募集をした。簡単で元気のでるアイデアメ 

ニューを考えてもらい、家庭と連携した取組として、小・中学校共通で実施し、バランス 

のとれた朝ごはんをとることの重要性の意識づけをしている。 

 

 

 

 

 

 

          

３ 校区で推進する歯科保健活動 

東中学校区４校は、各校において歯科保健活動に積極的に取り組んでおり、児童生徒

の歯・口の健康に関する意識が高く、口の中の状態がきれいな児童生徒が多い。 

（１）フッ化物洗口の実施 

    令和２年度より東中学校区全ての学校において週に１回実施している。 

（２）給食後のはみがきの定着 

歯みがきタイムの設定や歯みがきの音楽を流すなど、全ての学校において給食後

の歯みがきが定着している。 

（３）学校歯科医が選んだ「美しい歯」の表彰（今年度は権現堂川小、八代小実施） 

 

 

 

 

 

 

４ 成果と今後の課題 

アウトメディアチャレンジの継続した取組は、家庭を巻き込んでメディア利用について 

考える良い機会となっている。また、中学校では年々むし歯のないきれいな歯の生徒が増

加しており、小学校からの継続的な歯科保健活動の成果が表れている。 

  一方で近年の ICTの普及により、子どもたちの生活とメディア機器が切り離せなくなっ

ていることも事実である。そんな中でもルールを決めて上手にメディアと付き合うことが

できている児童生徒もいれば、利用時間をコントロールできていない児童生徒も少なくな

い。また、アウトメディアチャレンジの期間のみ取り組んでおり、生活の中に習慣化され

ていない児童生徒もいる。歯科保健では、小学校におけるむし歯の多くが乳歯のむし歯で

ある。むし歯のないきれいな口腔状態の児童が多い一方で、一人で何本もむし歯を保有し

ている児童もいる。アウトメディアにおいても歯科保健においても成果が出ている側ら、

少数ではあるが課題を抱えている児童生徒がおり、学校だけでなく家庭、地域と連携を深

めながら課題解決していく必要がある。 

―３― 



 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

      ２年生養護教諭よる指導・カラーテスター                 歯と口の健康に関する標語作品 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

あいうべ体操動画配信             学童歯みがき大会              歯みがきカレンダー 

 

 

 

 

    

 

学校歯科医によるブラッシング指導          親子歯みがき教室             養護教諭による指導 

 

東中学校区の歯科保健状況 

権現堂川小学校 吉田小学校 八代小学校 

東中学校 

―４― 
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発育測定肥満度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯科健診 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度からの軽度肥満以上の割合を比較した。令和２年度に一気に上がった肥満度が翌年には減少

したが、また今年度は増加に転じてしまった。コロナ禍による運動機会の減少が３年目に入り、体力の低下

とともに肥満の増加も本校区のみならず全国的な子どもの健康課題である。 

学校としてできること、家庭としてできること、地域としてできることをそれぞれ取り組まなければな

らない。学校では感染状況に注意しながら、今後も取り組んでいきたい。 

今年度は小学校でのう歯

保有の割合が増加した。長

引くマスク生活で全国的に

口腔環境の悪化が問題にな

っているが、本校区も同様

の傾向であることが予想さ

れる。その中でも、中学校で

は、う歯保有者が１％以下

という素晴らしい結果であ

った。小学校ではう歯のほ

とんどが乳歯である。その

半数以上が複数本のう歯を

保有している。生え変わり

とともにう歯保有率は低下

するが、それまでの生活習

慣で過ごすと、再びう歯に

なってしまう可能性が高く

なる。その健康な永久歯を

生涯守っていくために、小・

中で連携した歯科教育を充

実させていきたい。 

健康診断結果 



 

 

視力検査 

 

 

 

 

裸眼視力1.0未満の割合

は、年齢が高くなるにつれ

て増加傾向にある。全国の

統計で令和２年度には小学

校と中学校で過去最多を更

新し、（小学校 37.52％、

中学校 58.29％、）小学 1

年生で約 4人に 1人、小学

6 年生で約半数が裸眼視力

1.0未満となっている。 

本校区はそれ以降も視力

低下が進み、今年度は 1.0

未満が小学校 40％、中学

校が 66％となった。 

メディアに囲まれ、屋外

で遊べる場所も減り、昔の

生活に戻ることはできない

が、一人一人の心がけで目

に優しい生活を心掛けるこ

とはできるはずである。長

時間目を酷使するようなと

きは２０分に１回は遠くを

見て目を休ませるようにす

るなど家庭でも協力をお願

いしたい。 
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令和４年１０月実施（小４～中３） 

中学生はスマートフォン

の利用が一番多い。  
小学生は TVに次いでゲーム、タ

ブレットの利用が多い。タブレット

の利用は年々増加傾向にある 

平日の使用時間は小学校では

コロナが始まった年に一気に少

なくなった「使用しない」児童が

徐々にコロナ前に戻ってきた半

面、「１時間～２時間」「２時間以

上」使用している児童も増えてい

る。また、中学校でも昨年度まで

に比べて「２時間以上」利用して

いる生徒が大きく増加している。

休日の使用時間は小中学校共に

１時間以上利用している児童生

徒が多いという結果が顕著であ

り、「使用している」児童生徒の長

時間の利用が課題といえる。 

（人） 

（人） 

（人） 
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平日の使用時間は、小学

校では「使用しない」児童が

年々増加している一方で、

使用している児童のうち１時

間以上と長時間使用してい

る児童がコロナ前に比べる

と大幅に増加している。中学

校では「２時間以上」使用し

ている生徒は今年度大きく

増加した。休日の使用時間

は、SNS利用や動画視聴等

と同様に、小中学校共に長

時間使用している児童生徒

が多い。 

（人） 

（人） 

（人） 

―８－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年、学年が上がる

につれて就寝時刻が遅

くなる傾向にある。小

中学校共に、発達段階

にあった適切な時刻に

就寝している児童生徒

がいる一方で、「１１時

～１２時」「１２時過ぎ」

と、就寝時刻が遅い児

童生徒もいる。一部の

児童生徒の生活習慣の

乱れは健康課題の一つ

として捉えている。 

小中学校共に「毎日食

べる」児童生徒が９０％

前後と、朝食摂食率は

高い。しかし、一部の児

童生徒は毎日必ず食べ

る習慣がなく、その理由

には、「食欲がない」「時

間がない」が多かった。

また、それらの児童生徒

のほとんどは就寝時刻

が１１時以降と遅く、睡

眠との関連性がうかが

える。 

小中学校共に８０％近

くの児童生徒が「いつも

してる」と回答しており、

食後の歯みがきの習慣

は全体的にしっかり身

についているといえる。 

一部の児童生徒は「だ

いたいしている」「あま

りしていない」と回答し

ているが、校区すべての

学校において給食後の

歯みがきが行われてい

るため、朝晩の歯みがき

や、長期休業中の歯み

がきもしっかり習慣づく

よう、歯科保健指導等を

充実させていきたい。 

（人） 

―９－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 アウトメディア振り返り 

前年度から校区の

共通目標にしていた

「学習中はノーメデ

ィア」は、中学校では

94.8％の生徒が、小

学校では 94.1％の児

童が目標を４日以上

達成し、かなり意欲

的に取り組むことが

できている。 

また、自分の設定

したチャレンジコー

スでも中学校では

82.3％、小学校では

85.6％が積極的に取

り組むことができて

いる。 

達成度に関しては

前年度とほぼ変わら

ない結果となった。6

年目となる本取組

は、非常に定着して

いると言える。一方

で期間中しかメディ

ア時間を制限できて

いないなどの課題も

ある。 

 さらに、取組のマンネリ化も否めないところがあるので、今年度は小学校では保護者からの評価を、中

学生では就寝時刻の達成度を調査し、集計した。 

 保護者からの評価は、よくできたが 48.2％、まあまあが 38.7％でした。86.9％がおおむねできている

と保護者は評価している。児童の評価と数字的に差異はないが、個々で見ると大きな差がある家庭も多

かった。中学生は、テスト期間の実施であるが 81.4％が目標就寝時刻に寝ることができていた。 

 しかし、取組期間中でもなかなかメディアを制限することが難しい子も少ないながら、一定数はいる。

さらに、取組期間中以外の特に休日にメディアを使いすぎてしまっているとの声も上がっている。 

－１０－ 



 

☆メディア・ゲーム使用時間の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

取組を始めた平成

２９年度からネット

とメディアの使用時

間を比較してみた。 

令和２年度は、コ

ロナによる臨時休校

があり、タブレット

が全児童生徒に配布

された年である。 

全体的には、令和

２年度に大きく増加

しており、少しずつ

コロナ禍前に戻って

きているという印象

である。しかし、中学

校では２時間以上使

用している生徒が今

年度、激増している。 

小学校でも 1 時間

以上使用している児

童数が、令和２年度

からほぼ変化がない

状態である。 

ゲームの使用時間

についても、ネット

の使用時間とほぼ同

様のことが言える。 

しかし、令和４年

度の小学校のグラフ

を見ると、「使用しな

い」と「３０分以内」

が増えており、「３０

分～1 時間」が激減

している。そして、「1

時間～2 時間」「2 時

間以上」使用してい

る子が増えている。

ゲームはやらない子

はほとんどやらない

が、やっている子は

長時間使用している

状態で、二極化して

きてしまっていると

言える。 

中学校ではネット

同様「2 時間以上」使

用している生徒が激

増している。 

－１１－ 



  

参考資料① 

 

ゲームやネットと賢く付き合うために 

◇寝不足などの生活習慣の乱れや視力の低下、脳への悪影響など自分の健康にかかわりがあることを意

識して自己管理をする。 

◇学習のためやコミュニケーションのため、リラックスのためなど良い面もあるので、しっかり使用時間やルー

ルを決めて目的をもって使う。 

◇学習などのやるべきことや家族との時間など優先順位を意識してメリハリをつけて使う。 

◇情報は正しいか、相手は信用できるかを慎重に考えて、人間関係のトラブルがないようにする。 

 

子どもにスマホを持たせるかを迷ったときに話し合いたいこと 

◆使用目的、必要性（電話・LINEなどの SNS・ゲーム、カメラなど） 

◆スマホでなければいけないのか。タブレット、ガラケー、子供ケータイではだめなのかなど。 

◆買う前に利用するときのルールを決める 

 ・使用時間（時間帯も含む） 

 ・使用場所 

 ・使ってはいけないとき（場所） 

 ・使い方 

 ・アプリの制限 

 ・写真、動画の使い方、公開について 

 ・ネット上で知り合った人との付き合い方 

 ・課金について 

 ・ネットトラブルに巻き込まれたときにどうするか 

 ・困ったときは必ず相談すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１３－ 
－１２－ 



 

参考資料② 

 

LINE対策・使い方の工夫 

〇LINEルールを学年やクラスで決めて守ろう 

 ・LINEは１０時まで 

 ・既読の相手に返信を要求しない 

 ・だらだらと暇つぶしにやらない 

 ・友達の IDなどを勝手に教えない 

〇プロフィール画面の活用（LINEのプロフィール画面のステータスメッセージに） 

 ・「夜９時以降はできません」 

 ・「返信はすぐできないことがあります」 

 ・「テスト前なので、保護者預かり期間中は LINEができないことがあります」 

など、すぐに返事ができないことなどを公開します。即レス、既読無視トラブルが回避できます。 

〇スマホやタブレットは、Wi-Fi専用にする 

 LINE だけでなく、使用は基本、家のWi-Fiルールにしたところ、制限や管理ができます。持ち歩き使用もで

きないので依存リスク面ではリスクが下がります。 

 

〇使い始めは保護者も一緒に確認を 

 無知な子どもたちのトラブル対策として、せめて使い始め一定期間は、保護者がチェックする、一緒に使うな

どの取り決めをして実行しましょう。 

 返信の仕方、既読（スルー）のやり取り、短文や誤解されやすい文章などがあることを伝えます。また、保護

者のスマホを一緒に使い、慣れたら自分のスマホを使用させる方法も。保護者のスマホを使うことで、友達と

節度あるやり取りを覚えることができます。 

 

LINEを始めるならタブレットから 

 スマホで何をしたいか？と聞いたときに、LINE がしたい！が多いです。すぐにスマホを購入しないで、タブレ

ットでの使用を提案。タブレットは、こっそり使うこともなく、また画面も大きいのでスマホに比べると制限、管理

が楽です。子供もメリハリをつけて使えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１４－ －１３－ 



 

 

引用文献 Q＆A でわかる子どものネット依存とゲーム障害 

（独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センター院長 樋口進 著、少年写真新聞社、2019） 

参考資料③ 

 

ネット・ゲームの使い過ぎによる影響 

身体面の影響(例) 生活面の影響（例） 

・視力が低下する 

・体力が低下する 

・姿勢が悪くなる（ストレートネック、背骨のゆがみ） 

・睡眠不足により、疲れやすくなる 

・頭痛 

・食事や睡眠が不規則になる 

・遅刻や欠席が増える 

・家族と過ごす時間が減少する 

・暴力をふるったり、物に当たったりしてしまう 

・多額の課金をするようになってしまう 

 

ゲーム障害（ゲーム依存症）とは  世界保健機関（WHO）が認定した国際疾病（２０１９） 

・ゲームに関する行動がコントロールできなくなる 

・ゲーム優先の生活となり、それ以外の楽しみや日常生活に使う時間が減る 

・明らかな問題が起きているにも関わらずゲームを続ける 

・社会生活や日常生活に重大な支障がある 

 

 

おうちの人と一緒に「我が家のルール」を作ろう 

ルール作りのポイント 

ルールを作るときに… 

１ 子どもと一緒に考える 

２ 家族みんなで守ることができるルールを考える 

３ 過剰な使用による弊害（睡眠不足等）を防ぐ目的で、使用時間を話し合う 

４ 生活の中で、メディア利用の優先順位を２番以下にすることを目標として考える 

５ ルールを作る以外に、保護者は、子供と一緒に行うことができる楽しみ（心と体の健康のために体を動か 

したり食事を楽しんだりする等）を見つける 

６ 守れなかったときのルールも決めておく 

７ 安心フィルター（ペアレントコントロール等）の設定をする 

 

ルールを作った後に… 

８ 保護者が手本になる 

９ 作ったルールを見える化して、守れたらほめあう 

10 ルールを作った後も、子供の成長に応じて見直していく 
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